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私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

社
会
に
お
け
る
情
報
へ
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
探

求
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
身
近
に
起
き
て
い
る
事
例
や
問
題
点
を
交

え
て
発
表
し
、
情
報
の
取
り
扱
い
方
次
第
で
常
に

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
際
し
て
は
、
み
ん
な
の

意
見
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
協
働

力
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
将
来
一
人
で
は

解
決
で
き
な
い
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
た
時
に
、

仲
間
と
協
力
し
て
よ
り
良
い
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
薬
の
お
金
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
作
成
を
通
し
て
、
自
分
自

身
、
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
発

表
に
際
し
て
は
、
聴
衆
の
反
応
に
合
わ
せ
て
、
い

か
に
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
て
い
く
か
を

考
え
、
活
動
を
通
し
て
主
体
性
や
思
考
力
が
身
に

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
発
表
を
終
え
、
も
っ
と
自

分
の
意
思
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
主
体
的
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)
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３
年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
高
校
卒
業
後
の
進
路
に
関
す
る
社
会

問
題
や
諸
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
探
求
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
情
報
を
収
集
し
、
対
話
を
し
な
が
ら
協
働
で
問
題
を
解
決

し
て
い
き
ま
し
た
。
７
月
19
日
に
、
そ
の
成
果
発
表
と
し
て
一
・
二
年
生
に
向

け
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
論
理
的
に
分
か
り
や
す
く
説

明
で
き
る
よ
う
各
グ
ル
ー
プ
で
工
夫
し
て
発
表
に
臨
み
ま
し
た
。

甲
府
昭
和
高
校

望も
ち
づ
き月 

美み

さ沙
さ
ん

川か
わ
べ部 　
透と

お
る

さ
ん

探
求
活
動
発
表
で
身
に
つ
け
た
力

昭
和
町
民
会
議

　

昭
和
町
高
生
連
（
高
等
学
校
生
活

指
導
員
連
絡
協
議
会
）
は
、
青
少
年

育
成
昭
和
町
民
会
議
を
構
成
す
る
団

体
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
生
連
は
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
祭
り
」
で
町
内
の
中
高
生

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
オ
フ
キ
ャ
ン
パ

ス
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
残
念
な
が
ら
、
台
風
19
号

の
影
響
で
祭
り
が
中
止
と
な
っ
た
た

め
、「
高
生
連
縁
日
コ
ー
ナ
ー
」
を

出
展
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
生

連
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
と
の
関
わ
り

は
、
実
に
20
年
の
時
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
づ
く
り

の
一
員
と
し
て
の
想
い
を
、
中
高
生

に
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

高
生
連
は
、
原
則
と
し
て
高
校
生

の
お
子
さ
ま
を
持
つ
方
々
で
構
成
さ

れ
、
各
地
区
か
ら
２
名
ず
つ
、
計
24

名
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
新
年
度
、
昭

和
町
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
と
の

活
動
を
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

夏
休
み
最
終

日
と
な
る
８
月

25
日
、
紙
漉
阿

原
区
公
会
堂
に

て
育
成
会
主
催

の
「
ふ
れ
あ
い

夏
祭
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子

ど
も
ク
ラ
ブ
や

高
生
連
に
協
賛

い
た
だ
き
、
過
去
最
多
の
出
店
数
が

あ
り
、
笑
和
太
鼓
様
や
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
舞
ほ
た
る
様
に
よ
る
公

演
、
そ
し
て
地
元
中
学
生
に
よ
る
抽

選
会
と
趣
向
を
こ
ら
し
た
内
容
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
カ
月
前
よ
り
準
備
を
始
め
、
当

日
は
猛
暑
の
中
で
の
会
場
づ
く
り
や

買
い
出
し
、
交
通
整
理
な
ど
、
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
並
び
に
区

民
の
皆
さ
ま
に
は
本
当
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

て
、
来
年
以
降
も
規
模
拡
大
を
期
待

し
て
育
成
会
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

活
動
紹
介		

紙
漉
阿
原
区

●●●

●●●

　

早
い
も
の
で
、２
学
期
の
給
食
も

あ
と
２
カ
月
で
終
わ
り
と
な
り
ま

す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
工
事
に

伴
い
、工
事
期
間
中
は
、近
隣
及
び
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、工
事
も
無
事

終
了
し
、今
月
か
ら
給
食
が
再
開
と

な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
給
食
に
つ
い
て

は
、８
月
末
か
ら
約
２
カ
月
半
に
わ

た
り
業
者
委
託
に
よ
る
お
弁
当
を
提

供
し
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち

の
児
童
・
生
徒
に
は
ご
家
庭
か
ら
の

お
弁
当
の
持
参
な
ど
、保
護
者
の
皆

さ
ま
方
に
は
、ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

再
開
後
は
、今
ま
で
と
同
様
、学
校

へ
美
味
し
い
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、こ
れ
ま
で
以

上
に
衛
生
面
や
安
全
面
に
配
慮
す
る

な
か
で
、い
い
歯
の
日
給
食
や
冬
至

給
食
、ク
リ
ス
マ
ス
給
食
と
い
っ
た

行
事
給
食
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、皆
さ
ん
は
給
食
の
材
料
費

と
し
て
ど
の
く
ら
い
年
間
支
払
い
が

さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
30
年
度
の
給
食
材
料
費
は

１
億
１
０
０
０
万
２
千
７
５
０
円
で

　

昭
和
通
り
か
ら
昭
和
町
役
場
入
口

の
交
差
点
を
入
っ
て
す
ぐ
、
押
原
小

学
校
の
裏
に
あ
る
本
妙
寺
は
、
武
田

の
家
臣
で
海
ノ
口
や
川
中
島
の
合
戦

で
勇
名
を
轟
か
せ
た
曲ま

が
り
ぶ
ち
し
ょ
う
え
も
ん

淵
庄
衛
門
の

出
生
地
で
す
。
か
つ
て
周
辺
は
深
い

淵
で
、
曲
淵
庄
衛
門
は
こ
こ
に
棲す

む

悪
蛇
を
退
治
し
、
住
民
を
救
い
こ
の

功
績
に
よ
っ
て
信
玄
に
取
り
立
て
ら

れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
神
号
旗

は
、
平
成
20
年
に
昭
和
町
の
指
定
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の

貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
神
号
旗
を

良
い
状
態
で
保
管
し
、
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
ア
ク
リ
ル

ケ
ー
ス
に
収
納
し
、
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
神
号
旗
は
、
出
陣
の
折
に
掲

給
食
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課

し
た
。給
食
費
は
実
質
11
カ
月
間
と

な
り
ま
す
の
で
、月
約
１
０
０
０
万

円
で
す
。

　

ま
た
、平
成
30
年
度
の
給
食
費

保
護
者
負
担
金
は
８
８
７
２
万

５
千
３
３
６
円
で
し
た
。給
食
材
料

費
か
ら
保
護
者
負
担
金
を
差
引
き
し

た
金
額
は
２
１
２
７
万
７
千
４
１
４

円
に
な
り
ま
す
。こ
の
差
額
は
、子
育

て
支
援
の
た
め
昭
和
町
が
補
助
し
て

い
ま
す
。

　

給
食
材
料
費
の
財
源
は
給
食
費
が

も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。給
食
は
皆

さ
ん
の
貴
重
な
給
食
費
か
ら
賄
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
か
ら

も
児
童
生
徒
に
安
全
で
美
味
し
い
給

食
が
提
供
で
き
る
よ
う
、よ
り
一
層

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、今
月
号
の
広
報
の
最
終

ペ
ー
ジ
に
は
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
給

食
の
レ
シ
ピ
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

げ
ら
れ
た
軍
旗
で
も
あ
り
、
戦
を
偲し

の

ぶ
血
染
め
の
旗
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

享
保
９
年
、
幕
府
領
と
な
っ
た
甲

斐
国
の
甲
府
城
勤
番
支
配
で
あ
っ
た

曲ま
が
り
ぶ
ち
し
も
つ
け
の
か
み
か
げ
ひ
ら

淵
下
野
守
景
衡
が
、
享
保
10
年

に
押
越
村
曲
淵
の
本
妙
寺
と
鎮
守

の
八
幡
宮
に
参
拝
・
奉
納
し
た
そ

う
で
す
。
曲
淵
景
衡
の
五
代
前
の

曲ま
が
り
ぶ
ち
し
ょ
う
ざ
え
も
ん
よ
し
か
げ

淵
勝
左
衛
門
吉
景
は
、
武
田
家
臣

団
の
う
ち
地
域
武
士
団
の
武
川
衆
で

あ
り
、
天
正
10
年
の
武
田
家
滅
亡
後

に
徳
川
家
に
仕
え
幕
臣
と
な
り
ま
し

た
。
五
代
の
曲
淵
景
衡
は
、
追
手
勤

番
支
配
と
し
て
着
任
後
、
曲
淵
氏
旧

地
と
さ
れ
る
本
妙
寺
へ
参
拝
を
果
た

し
ま
し
た
。

◎
８
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
９
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•		

８
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•		

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

•		

学
力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て

•		

押
原
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
結

果
に
つ
い
て

•		

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
増
築
・
改

築
工
事
と
弁
当
給
食
に
つ
い
て

•	

運
動
会
・
学
園
祭
に
つ
い
て

•		

第
２
回
管
理
主
事
の
教
育
委
員
会

訪
問
に
つ
い
て

•		

県
少
人
数
教
育
検
討
委
員
会
に
つ

い
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•	

生
涯
学
習
館
建
設
に
つ
い
て

•		

子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会（
結
果
）

に
つ
い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

•	

新
年
度
入
学
児
の
健

康
診
断
に
つ
い
て 

他

議
事

•	

成
人
式
の
対
象
年
齢
に
つ
い
て

•	

就
学
援
助
費
支
給
認
定
に
つ
い
て

•	

幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
新
規
事

業
の
要
綱
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

本
妙
寺「
八
幡
宮
」

の
神
号
旗

●●●

●●●

高
生
連（
こ
う
せ
い
れ
ん
）

		

こ
の
名
前
を

　

	

覚
え
て
く
だ
さ
い
‼

●●●

●●●
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『もみじのてがみ』 『ぎょうれつのできる	
　　　		レストラン』

『100歳までに読みたい』
100の絵本』

きくち　ちき/作・絵
小峰書店

ふくざわ　ゆみこ/作・絵
教育画劇

木村　民子/著
亜紀書房

　真っ赤なもみじの葉っぱは山に
住む動物たちに何かを知らせてく
れる手紙です。
　動物たちがもみじを探しあてて
最後に見た光景とは…？
　黒と朱色が印象的で、大胆なタッ
チで描かれた動物たちの姿に、生命
力の強さを感じさせられます。

　ある日、木の上にある家のレス
トランから落ちたふくろうの子ど
もポー。
　落ちたところにおいものレスト
ランを開いていたモグラのお手伝
いをすることになったポー。　　
　おいしそうなおいもの料理をた
くさん作るところが見所です。

　大人になったからこそ、子どもと
は違った視点で深い意味を読み取
り、味わうことができる絵本。
　家族のこと、夫婦のこと、老い、
命…。作者自身が人生の希望を見出
した果てに心をこめて作られた数多
くの絵本。
　大人のための素敵な絵本ガイドで
す。

◦11月の休館日
 3日 （日・祝日）、 4日（月）
 11日 （月）、18日（月）、
 23日 （土・祝日）、25日（月）
 29日 （金・月末整理日）

イベントのお知らせ
※ 原則申し込み不要　

今月のおすすめ本

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日時　11月2日（土） 午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2	歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日時　11月21日（木） 午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.138

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※8月の粗大ごみの日は26日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を
お
持
ち
の
方
で
、具
体
的
な
農
地
転
用
に
係

る
事
業
計
画
が
あ
る
方
の「
農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
」の
受
付
を
行
い
ま

す
。

　

除
外
に
は
、農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
除
外
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
、申
出
書
の
提

出
が
あ
っ
て
も
除
外
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、農
政
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受 

付 

期 

間　

	

11
月
1
日（
金
）
～
29
日（
金
）

○
受 

付 

場 

所　

	

昭
和
町
役
場 

環
境
経
済
課 

農
政
振
興
係（
役
場
庁
舎 

２
階
）

○
問
い
合
わ
せ　
（
☎
2
7
5
‐
8
3
5
5
）　

　

 

農
地
法
に
基
づ
き
、農
業
委
員
会
が
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、農
地
中
間
管

理
機
構
と
協
議
す
べ
き
事
を
勧
告
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
を
対
象

に
、固
定
資
産
税
の
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
協
議
の
勧
告
が
行
わ
れ
る
の
は
、機
構
へ
の
貸
付
け

の
意
思
を
表
明
せ
ず
、自
ら
耕
作
の
再
開
も
行
わ
な
い
等
、

遊
休
農
地
を
放
置
し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
ま
す
。 

○
課
税
強
化

　
農
地
の
評
価
額
が 

1
・
8
倍
に
な
り
ま
す

○
実
施
時
期

　
平
成
31
年
1
月
1
日
時
点
で
勧
告
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

○
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
2
7
5
‐
8
3
5
5
）

※11月の粗大ごみの日は、25日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

農
振
農
用
地
区
域
除
外
申
出
書
の
受
付

遊
休
農
地
の
固
定
資
産
税
課
税
強
化
に

つ
い
て

　

動
物
愛
護
管
理
法
で
は
、動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、毎
年
9
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
を「
動

物
愛
護
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、県

で
は「
動
物
愛
護
デ
ー
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
都
合
に
よ
り
、11
月
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、皆

さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

【
問
い
合
わ
せ
】

　
山
梨
県
衛
生
薬
務
課　
（
☎
２
２
３
‐
１
４
８
９
）

　
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー　
（
☎
２
７
３
‐
５
０
３
４
）

山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー
の
お
知
ら
せ

◦大人のための映画会
　上映作品 「そして父になる」　上映時間：121分

◦ふくらすずめ第９回朗読会		陽だまりカフェ

　「朗読サークル ふくらすずめ」の第９回朗読会です。
日時　11月15日（金） 午後1時30分～
 ※開場：午後1時15分
場所　図書館・視聴覚室
出演　昭和町朗読サークル・ふくらすずめ

日　時 11月27日（水） 午後2時～
 ※開場：午後1時45分
場　所　 図書館・視聴覚室　　
 ※入場無料

  日時 11 月 10 日（日）　午前 10 時～午後３時

  会場 ラザウォーク甲斐双葉［イベント］
 甲斐市双葉公民館［表彰式典］

  主な催し物
 ・表彰式典 ( 動物愛護図画コンクール・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長寿犬 など）
　 ・図画展示　・動物愛護指導センター紹介
　 ・動物クイズ　・動物愛護推進員活動紹介
　 ・一日獣医師体験　・無料乗馬体験
　 ・犬猫飼い方相談　・犬猫無料健康診断 など
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

	シリーズ
その179国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

11
月
は
ね
ん
き
ん
月
間
、
11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

日
本
年
金
機
構
は
厚
生
労
働
省
と
協
力
し
て
、
毎

年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
公
的

年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
か
ら
11
月
30
日
が
「
年
金
の
日
」

と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
公
的
年

金
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
公
的
年
金
制

度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
年
金
の
日
」
は
、
国
民
お
一
人
お
ひ
と
り

に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
て
ご
自
身
の

年
金
記
録
や
公
的
年
金
の
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
（「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/index.

htm
l

で
す
）

　

こ
の
機
会
に
、
公
的
年
金
制
度
の
意
義
や
、
し
く

み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収

入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
受
け
取
り
に
は
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
請
求
書
は
、
対
象
に
な
っ

て
い
る
方
に
日
本
年
金
機
構
が
９
月
か
ら
順
次
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緑
色
の
封
筒
に
ハ
ガ
キ
大
の
請
求
書
の
用
紙
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
切
手
を

貼
っ
て
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
10
月
18
日
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
方
は
、
原
則
と
し
て
12
月
の
年
金

の
支
給
と
同
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
ま
で
に
請
求
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
２
月

に
10
月
分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
来
年
１

月
以
降
に
請
求
書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
請
求

し
た
月
の
翌
月
分
以
降

か
ら
の
支
給
に
な
り
、

支
給
さ
れ
な
い
期
間
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
免
除
ま
た

は
猶
予
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
竜
王
年
金
事
務
所
ま
た
は
役

場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒409-3864 昭和町押越 955-1 ☎ 275-0640  　FAX 268-3737
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 URL  http://www.showashakyo.or.jp

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 267 号

11月  1日、15日、
　　 22日、29日

ボールペン・筆ペン教室
※事前申し込み制

11月  6日(水) ボランティアサロンコーディネーター
講習会 ( 担当 ふれあいサロンしみず )

11月  7日、14日、
　　 21日、28日

運動指導事業（健康体操教室）
※事前申し込み制

11月  8日(金) いきいきふれあいサロン上二
11月11日(月) いきいきふれあいサロン河西
11月13日(水) ふれあいサロンしみず

11月16日(土)
飯喰ふれあいサロン
西条二区クラウズ

11月17日(日) 第 40 回昭和町福祉まつり
11月18日(月) いきいきふれあいサロン上河東
11月19日(火) 西条一区いきいきふれあいサロン
11月22日(金) 築地新居ふれあいサロン
11月25日(月) いきがい大学 ※事前申し込み制

11月の予定 （時間・場所等は、社協までお問い合せください）

　

9
月
25
日
、
山
梨
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
様
よ
り
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
３
セ
ッ
ト
と
マ
イ
ク
を
３
本
、
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
ル
ー
ル
も
簡
単

で
、
老
若
男
女
誰
も
が
楽
し
め
る
室
内

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と

マ
イ
ク
は
備
品
貸
出
事

業
と
し
て
、
地
域
サ
ロ

ン
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の

催
し
物
な
ど
、
町
内
の

福
祉
活
動
の
た
め
に
貸

出
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
当
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
！

　

こ
の
た
び
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
で
、

地
域
内
の
交
流
、
福
祉
活
動
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
マ
イ
ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
ア
ン

プ
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
会
の
貸
出
備

品
と
し
て
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
が
内
蔵
さ
れ
て
い

る
た
め
、コ
ー
ド
の
接
続
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

野
外
で
の
使
用
も
で
き
ま
す
。
ピ
ン
マ
イ
ク
も

ご
用
意
で
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
カ
ー
ア
ン
プ

に
は
C
D
を
入
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
内
で
福
祉
活
動

を
行
う
際
に
は
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
！

 

社
協
カ
フ
ェ「
ま
ん
な
か
」オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　当会では、ホームページの運営も行っております。事
業の紹介だけでなく、LINE、ブログ、社協カフェ「ま
んなか」の日程等、地域の皆さまへ向けた
情報を発信しています。右の QR コードか
ら読み取って、当会のホームページをぜひ
ご覧ください。

社協ホームページをぜひご覧ください !

　

当
会
で
、ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
事
業
を

開
催
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
当
会
の
会
議
室
を
利

用
し
て
、社
協
カ
フ
ェ
「
ま
ん
な
か
」を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

社
協
カ
フ
ェ
「
ま
ん
な
か
」で
は
、会
場
に
置
い
て
あ
る
お
好
き
な
ド
リ
ン

ク
を
手
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末（
貸
出
有
り
）で
ゲ
ー
ム
や
調
べ
も
の
を
し
た

り
、お
友
達
と
好
き
な
食
べ
物
を
持
ち
寄
っ
て
談
笑
し
た
り
、自
由
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季
節
に
あ
わ
せ
て
、コ
タ
ツ
に

入
っ
て
温
か
く
過
ご
せ
る
こ
と
や
W
i
‐
F
i（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）が
使
え
る
こ

と
、ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
取
り
揃
え
た
書
籍
や
雑
誌
は
自
由
に
読
む
こ
と
が

で
き
る
等
、カ
フ
ェ
利
用
の
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。「
ま

ん
な
か
」を
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

		

開
催
日		

【
11
月
の
日
程
】	

６
日
、
８
日
、
19
日
、
20
日
、
21
日
、

	

26
日
、
27
日
、
28
日  （
※
26
日
は
午
後
の
み
）

　
毎
月
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
や
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
急
な
変
更
が
あ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

  

時　
間   

午
前
９
時
～
午
後
４
時

  

対
象
者   

概
ね
60
歳
以
上
の
方

  

利
用
料   

１
回
１
０
０
円

		

備
品
貸
出
事
業
に

　
　

	

新
し
い
備
品
が
加
わ
り
ま
し
た
!

11月のカフェ オープン予定日
〈9:00 ～16:00〉

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

印は午後のみ*

*
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問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　11 月 12 日から 25 日（女性に対する暴力撤廃
国際日）までの２週間、「女性に対する暴力をな
くす運動」が行われます。女性に対する暴力とは、
身体的なものだけではなく、性的な暴力、心理的
な暴力等も含まれます。
　具体的には、夫等のパートナーからの暴力や性
犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストー
カー行為等が挙げられます。警察では、
配偶者暴力を始め、女性に対する暴力
に関する相談に応じたり、法律に基づ
く援助等の取組を強化しています。

○ 日常的に夫等から暴力を受けているが、どう
していいか分からない

○ ストーカーの被害を受けて困っている
等の悩み事がありましたら、警察相談専用電話「♯
9110」または最寄りの警察署に相談してください。

●  山梨県警察総合相談室
　「♯ 9110」または
　☎ 055-233-9110（警察相談専用電話）
●  南甲府警察署　☎ 055-243-0110

　児童ポルノは、児童の性的搾取・虐待の記録であり、児
童の人権を著しく侵害するものです。児童ポルノがイン
ターネット上に流出すると回収は事実上不可能であり、児
童は将来にわたって苦しむことになります。また、児童を
性欲の対象として捉える風潮を助長する大きな要因にも
なっています。
　警察では、「児童買春・児童ポルノ禁止法」に
より、児童ポルノの製造、提供、公然陳列等につい
て積極的な取締りを行っています。
　特に、近年、新たな被害児童を生む児童ポルノ製造の罪の
うち、「だましたり、脅かしたりして、児童に自分の裸体を
撮影させた上、メールで送らせる」手口が急増しています。
　児童ポルノ事件の被害に遭わないために、警察では、児
童が携帯電話やスマートフォンから出会い系サイトやコ
ミュニティサイトを利用して被害に逢う事例が多いため、
スマートフォンを含めた携帯電話への適切なフィルタリ
ングの利用を呼びかけています。
　また、保護者には、青少年が安全に安心してインター
ネットを利用できる環境の整備等に関する法律により、
18歳未満の子どもに使用させるために携帯電話やスマー
トフォンを購入する場合に、携帯電話会社にその旨を伝え
る義務があります。

児童ポルノの根絶女性に対する暴力をなくす運動

  相談受付

No.150
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

自助とは自分の命を守ること
～防災について～

　９月 3 日、愛育会正副班長会議で「防災につい
て」のミニ研修を行いました。女性防災ネット昭
和の廣瀬はるみさんを講師にお迎えし、備蓄する
ものなど実際に見せていただきとても参考になり
ました。大きな黒いビニール袋の活用法、食品や
水などは使ったら買い足す『ローリングストック
法』を用いて家族みんなで自分たちに合った持ち
出し袋を作り、年に 1 回は点検をしていくことが
大切というお話がありました。
　昭和町は、他市町村に比べ災害が少ない可能性
が高いですが、だからこそ自分たちでできる備え
が大切だと学びました。
　また、お互いに助け合う「共助」には、
日ごろの愛育活動での声かけが大きな
力になっていくと再確認しました。

　　　　水や物を入れる
だけでなく、防寒や着替
えに役立ちます。
持ち出し袋に入れておく
と便利です！

缶詰・カップラーメ
ン・レトルト食 品・ 
トイレットペーパー・
ティッシュペーパー・
ビニール袋・ラップ・
乾電池・ペットの餌
など

大きな黒いビニール袋の活用法

非常時にお店で品切れになりやすいもの

自
分
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し
く

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
磯
部 

幸
廣
（
築
地
新
居
区
）

No.181

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

今
年
の
夏
、
車
を
運
転
中
の
こ
と
で
し

た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
夏

の
全
国
高
校
野
球
中
継
で
す
。
で
も
い
つ

も
と
少
し
違
う
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
は
、

実
況
し
て
い
た
の
が
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
野
球
中
継
と
言
え
ば
、

普
通
は
男
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
す
が
、
初

め
て
聞
く
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
実
況
は

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
流
暢
と
は
言
え
な

い
け
れ
ど
、
そ
の
一
生
懸
命
さ
と
表
現
の

的
確
さ
は
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
の
県
の
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
甲
府
地
区
消
防
本
部
の
女
性
消
防

士
の
方
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
一
人
で
し

た
。
彼
女
は
県
の
女
性
消
防
士
の
先
駆
け

だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
は
甲
府
地
区
消

防
本
部
に
７
名
の
女
性
消
防
士
が
い
る
そ

う
で
す
。
男
性
と
同
じ
訓
練
を
こ
な
す
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仕
事
に
お
い
て
は

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
共
感
力
、
癒
し

力
を
活
か
せ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

一
方
、
学
校
の
保
健
室
に
は
男
性
の
先
生

も
居
る
そ
う
で
す
。
ま
だ
全
国
で
も
ご
く

少
数
と
の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
の
問
題

も
複
雑
で
多
様
化
し
て
い
る
中
、
男
性
の

養
護
教
諭
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
面
が

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
男
女
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
、
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
、
多
様

性
に
富
ん
だ
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
」
の

形
成
は
男
女
共
同
参
画
が
目
指
す
目
標
の

一
つ
で
す
。
男
女
の
生
き
方
に
対
す
る
固

定
的
な
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ど
う
し
た

ら
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
の
か
、
個

人
や
社
会
が
考
え
て
い
く
課
題
で
す
。

免
疫
放
射
線
療
法

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
放
射
線
医
学
講
座　
助
教　
小
宮
山	

貴
史

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

免
疫
放
射
線
療
法
は
そ
の

名
前
の
通
り
、
免
疫
療
法
と

放
射
線
療
法
を
組
み
合
わ
せ

た
治
療
法
で
す
。

　

免
疫
療
法
は
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
を
用
い

た
治
療
で
、
２
０
１
８
年
本ほ

ん
じ
ょ庶 

佑た
す
く

先
生
の

ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
受
賞
に
よ
り
国

内
で
も
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、

肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
皮
膚
が
ん
、
腎
臓
が
ん

な
ど
多
く
の
が
ん
に
対
し
て
主
に
再
発
・
転

移
癌
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
と
放
射

線
治
療
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
新
し
い
治
療

法
の
お
話
で
す
。

　

も
と
も
と
、放
射
線
療
法
は
腫
瘍
（
が
ん
）

に
対
す
る
免
疫
効
果
と
強
い
関
連
が
あ
り
ま

す
。
放
射
線
照
射
に
よ
り
腫
瘍
が
破
壊
さ
れ

る
と
、
腫
瘍
抗
原
が
放
出
さ
れ
、
そ
の
腫
瘍

抗
原
が
免
疫
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
体
内
の
抗
腫
瘍
免
疫
（
が
ん
を
攻
撃

す
る
免
疫
）
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
抗
腫
瘍

免
疫
が
活
発
に
な
る
こ
と
に
よ
り
全
身
の
が

ん
細
胞
に
対
す
る
治
療
効
果
（
再
発
、
転
移

の
予
防
効
果
、
照
射
部
位
以
外
の
病
変
の
縮

小
等
）
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
放
射
線
療
法
は

体
内
の
腫
瘍
免
疫
を
強
く
す
る
こ
と
に
よ

り
、
照
射
し
た
部
位
に
加
え
て
全
身
の
が
ん

病
変
を
治
療
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
。
た
だ
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
が
ん

細
胞
側
で
は
「
が
ん
に
対
す
る
免
疫
細
胞
の

攻
撃
を
抑
え
る
反
応
（
抗
腫
瘍
免
疫
の
ブ
レ

ー
キ
）」
が
起
こ
り
ま
す
。
従
来
の
治
療
で

は
せ
っ
か
く
活
性
化
し
た
抗
腫
瘍
免
疫
が
こ

の
ブ
レ
ー
キ
に
よ
っ
て
弱
め
ら
れ
て
し
ま
う

た
め
、
放
射
線
療
法
に
よ
る
抗
腫
瘍
免
疫
活

発
化
は
治
療
効
果
改
善
に
つ
な
が
り
に
く
い

状
態
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
が
免
疫
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の
登
場
で
す
。
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
は
、
が
ん
細
胞
に

作
用
し
て
、こ
の
「
抗
腫
瘍
免
疫
の
ブ
レ
ー
キ
」

を
弱
め
る
は
た
ら
き
も
持
っ
て
い
ま
す
。
免

疫
放
射
線
療
法
で
は
、
放
射
線
療
法
が
抗
腫

瘍
免
疫
を
活
発
化
し
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
が
抗
腫
瘍
免
疫
の
ブ
レ
ー
キ
を

弱
め
る
、
両
方
の
作
用
が
組
み
合
わ
さ
る
こ

と
に
よ
っ
て
放
射
線
療
法
の
効
果
が
十
二
分

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

免
疫
放
射
線
療
法
は
ま
だ
新
し
い
分
野
で

あ
り
、
有
効
な
が
ん
の
種
類
や
病
期
（
進
行

度
）、
放
射
線
療
法
の
線
量
や
照
射
範
囲
、

組
み
合
わ
せ
る
抗
が
ん
剤
、
分
子
標
的
薬
、

ま
た
免
疫
放
射
線
療
法
独
特
の
副
作
用
な
ど

更
な
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に

新
た
な
標
準
治
療
と
な
っ
て
い
る
分
野
も
あ

り
、
今
後
多
く
の
が
ん
で
今
ま
で
の
治
療
を

大
き
く
変
え
る
（
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
）
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
免
疫
放
射
線
療
法
に

ぜ
ひ
注
目
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ロ ーリン グ ス
トック法で備蓄
しておこう！

 

首・腕部分を

カットする 
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お
正
月
に
飾
れ
る
作
品
を
作
る
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
上
質
な
造
花
を

使
用
し
た
き
ら
び
や
か
な
お
正
月
飾

り
を
作
成
し
ま
す
。
お
正
月
飾
り
を

用
意
し
て
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を

し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
楽
し
ん

で
作
成
が
で
き
る
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
18
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
社
協
事
務
所
内
）

対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
０
円
※
当
日
集
金

受
付
開
始

　
11
月
11
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

　
（
窓
口
で
の
受
付
不
可
）

※
原
則
本
人
に
よ
る
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
写
真

は
、
意
外
と
簡
単
に
加
工
や
印
刷
が

で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
保
存
し
て
あ
る
写
真
と
ア
プ
リ
を

使
っ
て
、
年
賀
状
を
作
り
ま
す
。
作
品

と
し
て
、
２
枚
程
度
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
け
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
４
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
頃

場
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
社
協
事
務
所
内
）

対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
使
用

し
た
い
写
真
を
３
枚
程
度
保
存
）

講
師　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
イ
オ
ン

モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店

受
付
開
始

　
11
月
11
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
原
則
本
人
に
よ
る
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉

バ
ス
が
運
行
す
る
火
曜
日
・
木
曜
日

に
合
わ
せ
て
、
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
一
人
で
来
て
も

楽
し
め
ま
す
。
全
て
の
教
室
に
参
加

し
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の

あ
る
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

〈 

11
月
の
日
程 

〉

　
　
５
日
（
火
）　
音
楽
療
法

　
　
７
日
（
木
）　
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
21
日
（
木
）　
脳
ト
レ
体
操

　
　
26
日
（
火
）　
３
Ｂ
体
操 

　
　
28
日
（
木
）　
足
裏
健
康
体
操

場
所　
総
合
会
館　
和
室

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

　
※
途
中
の
入
退
出
は
自
由
で
す

対
象　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上

の
方

※
参
加
無
料
、
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、
身
近

な
地
域
で
不
安
や
疑
問
を
相
談
し
た

り
、
自
由
に
話
せ
た
り
、
楽
し
め
る

会
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

幅
を
広
げ
る
機
会
と
し
て
、
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

対
象　
中
央
市
・
昭
和
町
内
在
住
の

障
が
い
に
か
か
る
手
帳
や
診
断
の

あ
る
人
、
難
病
認
定
さ
れ
て
い
る

人
日
時　
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
玉
穂
総
合
会
館
２
‐
１

テ
ー
マ　
《「
自
分
の
お
金
を
ど
う

使
っ
て
ま
す
か
？
」
を
話
し
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
》

定
員　
20
名
程
度
（
参
加
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※
次
回
は
、
２
月
《
軽
ス
ポ
ー
ツ
》

を
予
定
し
て
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」

　
　
　
　
（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

　
　
　
　
（
FAX
２
７
４
‐
１
１
０
３
）

　
私
た
ち
に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
誕

生
日
が
あ
り
ま
す
。11
月
20
日
の「
県

民
の
日
」
は
、
山
梨
県
の
誕
生
日
で

す
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
郷
土
の

生
い
立
ち
を
知
り
、
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
「
山
梨
」
を
次
の
世
代
へ
と

引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な

で
「
ふ
る
さ
と
の
誕
生
日
」
を
祝
い

ま
し
ょ
う
。

　
こ
の「
県
民
の
日
」を
記
念
し
て
、

次
の
と
お
り
各
種
の
催
し
が
行
わ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
県
民
の
日
記
念
行
事

・日
時　
11
月
16
日（
土
）・17
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

・
場
所　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
（
甲
府
市
小
瀬
町
８
４
０
）

・内
容　
県
内
各
地
の
特
産
品
販
売
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　
※
昭
和
町
は
16
日
の
み
出
展

◎
県
有
施
設
の
無
料
開
放

・
日
時　
11
月
20
日
（
水
）

・
対
象　
県
立
科
学
館
、
県
立
美
術

館
、
考
古
学
博
物
館 

ほ
か

問
い
合
わ
せ

　
県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
☎
２
２
３
‐
１
３
５
０
）

　
昭
和
町
で
は
、
11
月
20
日
の
「
県

民
の
日
」
に
次
の
施
設
を
一
日
無
料

開
放
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
町
立
温
水
プ
ー
ル

・
日
時　
11
月
20
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

・
入
館
料　
無
料
（
ど
な
た
で
も
）

・
問
い
合
わ
せ

　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
）

○
風
土
伝
承
館 

杉
浦
醫
院

・
日
時　
11
月
20
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
最
終
入
館
：
午
後
４
時
ま
で
）

・
入
館
料　
無
料
（
ど
な
た
で
も
）

・
問
い
合
わ
せ

　
風
土
伝
承
館 

杉
浦
醫
院

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
１
４
０
０
）

　
甲
府
刑
務
所
・
甲
府
少
年
鑑
別
所

で
は
、
矯
正
行
政
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ま
に
広
く
ご
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
、「
甲
府
刑
務
所
矯
正
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
甲
府
刑
務
所

　
　
　
（
甲
府
市
堀
之
内
町
５
０
０
）

内
容　
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
、
施
設
見
学
、
矯
正
広
報
パ
ネ

ル
展
示
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
の

イ
ベ
ン
ト
ほ
か

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所

　
　
　
　
（
☎
２
４
１
‐
８
３
１
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

　
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。
参
加
は
無
料
で
す
。

◎
絵
画
教
室

・
日
時　
11
月
15
日
～
12
月
６
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　
　
　
　
　
（
各
金
曜
日
、
全
４
回
）

・
場
所　
中
央
公
民
館 

第
２
会
議
室

・
講
師　
横
森 

喜
鴻 

氏

・
持
ち
物　

鉛
筆
（
４
Ｂ
）、
絵
の

具
（
水
彩
・
油
彩
・
ク
レ
パ
ス
な

ど
自
由
）、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

◎
書
道
教
室

・
日
時　
11
月
５
日
、
19
日
、
12
月

３
日
、
17
日

　
　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　
　
　
　
（
各
火
曜
日
、
全
４
回
）

・
場
所　
中
央
公
民
館 

第
３
会
議
室

・
講
師　
伊
藤 

緑
山 

氏

・
持
ち
物　

書
道
用
具
（
筆
、
硯
、

下
敷
き
、
文
鎮
）

　
※
墨
汁
は
用
意
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　

西
条
児
童
館
に
て
「
乳
幼
児
行

事
」
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ー
ル
と
ベ

ル
及
び
ベ
ル
タ
―
を
使
う
健
康
体
操

で
す
。
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、
い

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
西
条
児
童
館

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

講
師　
原 

香
織 

氏

持
ち
物　
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
条
児
童
館

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
）

　
男
性
の
皆
さ
ん
、
料
理
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
回
は
食
生
活
改
善
推

進
員
会
と
コ
ラ
ボ
し
て
「
生
活
習
慣

病
予
防
」
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
野
菜
が
た
く
さ
ん
の
減
塩
で
お

手
軽
な
料
理
で
す
。
料
理
が
初
め
て

の
方
、
小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
と
の
ペ
ア
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
（
受
付　
午
前
９
時
45
分
）

場
所　
総
合
会
館 

１
階 

調
理
室

献
立　

お
手
軽
石
焼
風
ビ
ビ
ン
バ
、

も
ず
く
酸
辣
湯
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

費
用　
無
料

締
め
切
り　
11
月
29
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は「
植
物
標
本
」

の
こ
と
で
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て

も
人
気
の
あ
る
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
１

つ
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
好
み

の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
小
型
の
瓶
に
つ

め
て
専
用
オ
イ
ル
で
浸
し
ま
す
。
観

賞
用
と
し
て
１
年
程
度
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

日
時　
12
月
３
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
頃

場
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
社
協
事
務
所
内
）

内
容　
経
験
の
な
い
方
で
も
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
講
師

の
用
意
す
る
材
料
を
使
っ
て
１
つ

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
作
り

い
た
だ
い
た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
ハ
サ
ミ
、
持
ち
帰
り
用
の

袋
（
５
０
０
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

１
本
が
入
る
程
度
の
大
き
さ
）

参
加
費　
２
０
０
０
円
（
材
料
費
込

み
）
※
当
日
受
付
時
に
集
金
し
ま
す

受
付
開
始

　
11
月
11
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

※
参
加
者
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

わ
く
わ
く
元
気
ア
ッ
プ
講
座

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
体
験
教
室

男
性
の
料
理
教
室

西
条
児
童
館

「
親
子
で
３
Ｂ
体
操
」

町
文
化
協
会
の
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

わ
く
わ
く
元
気
ア
ッ
プ
講
座

「
正
月
飾
り
づ
く
り
教
室
」

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

「
れ
ん
げ
会
」
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ホ
で
年
賀
状
作
り

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

文
化
祭
手て

擦ず

れ
の
辞
書
の
重
た
か
り

ひ
ら
ひ
ら
と
ち
り
紙
も
ど
き
揚
羽
蝶

小
澤
百
合
子

無
い
品
を
届
け
ら
れ
た
り
夏
野
菜

猛
暑
避よ

け
南な

ん
そ
う窓

に
立
ち
風
受
け
て

井
口　

康
行

行
き
ず
り
の
社
の
芽
の
輪
め
ぐ
り
け
り

檀
家
去
り
盆
提
灯
の
揺
れ
て
を
り

雨
宮
あ
や
子

朝
涼
や
福
祉
課
に
置
く
老
眼
鏡

梅
雨
の
路
地
友
と
迷
い
し
中
華
街

伊
藤　

美
代

次
々
と
来
る
台
風
に
脅
か
さ
れ

哀
れ
な
る
さ
ま
か
ん
ば
せ
に
蜘
蛛
の
網

深
沢
モ
ト
子

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

ふ
れ
あ
い
教
室
11
月
の
ご
案
内

「
県
民
の
日
」

町
内
施
設
の
無
料
開
放

甲
府
刑
務
所
矯
正
展
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
で
は
、
山
梨

県
Ｊ
Ａ
会
館
５
階
（
甲
府
市
飯
田

１
‐
１
‐
20
）
の
各
フ
ロ
ア
で
求
人

の
閲
覧
や
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
仕
事
を
探
さ
れ

て
い
る
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

・
対
象
者　
学
校
卒
業
す
る
方
や
学

校
卒
業
後
３
年
以
内
の
方
、
さ
ら

に
概
ね
40
歳
未
満
の
求
職
活
動
を

行
っ
て
い
る
方

※
同
フ
ロ
ア
内
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

や
ま
な
し
＊
」
が
あ
り
、
若
者
の

就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
（
☎
２
２
１
‐
８
６
０
９
）

○
山
梨
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

・
対
象
者　
40
歳
以
上
の
方

※
同
フ
ロ
ア
内
に
「
生
活
・
就
労
相

談
コ
ー
ナ
ー
＊
」
が
あ
り
ま
す

・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
（
☎
２
２
６
‐
８
６
０
９
）

○
山
梨
県
子
育
て
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

・
対
象
者　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

を
考
え
て
い
る
方

※
同
フ
ロ
ア
内
に
「
子
育
て
支
援

コ
ー
ナ
ー
＊
」
が
あ
り
ま
す

・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
（
☎
２
２
６
‐
１
１
８
８
）

そ
の
他

※
い
ず
れ
の
施
設
の
開
庁
時
間
は
、

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
で
す

（
土
日
祝
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
＊
の
施
設
は
上
記
開
庁
時
間
に
加

え
、
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
５
時

も
利
用
で
き
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
11
月
11
日
」

を
「
介
護
の
日
」
と
定
め
、
全
国
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
介
護
分
野
の
就
職

相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
で
は
、
介
護

の
仕
事
で
就
職
希
望
の
方
や
介
護
の

仕
事
に
つ
い
て
も
っ
と
よ
く
知
り
た

い
方
な
ど
を
対
象
に
就
職
相
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。
面

接
を
希
望
す
る
方
は
、
履
歴
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
職
業
訓

練
な
ど
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
、

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
11
月
７
日
（
木
）　

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
～
）

会
場　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府 

３
階

　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
１
‐
17
）

参
加
企
業　
24
社
（
予
定
）

　
　
　
　
　
※
国
中
地
域
の
事
業
所

問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府 

人
材
確
保

対
策
コ
ー
ナ
ー
（
福
祉
分
野
）

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）

　
　
　
　
　
［
部
門
コ
ー
ド 

43
＃
］

　
山
梨
県
で
は
、
晩
婚
化
が
進
ん
で

い
る
昨
今
、
わ
が
子
の
結
婚
に
つ
い

て
不
安
を
感
じ
て
い
る
親
御
さ
ん
な

ど
を
対
象
に
、
親
と
し
て
子
ど
も
の

結
婚
活
動
の
支
援
を
行
え
る
よ
う
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
県
内
２
箇
所
で
開
催
し
ま

す
。

①
富
士
・
東
部
地
域
会
場

・
開
催
日　
11
月
16
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

・
会
場　

南
都
留
合
同
庁
舎 

４
階

大
会
議
室
（
都
留
市
田
原
２
‐
13

‐
43
）
※
令
和
元
年
８
月
よ
り
新

庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た

②
中
北
地
域
会
場

・
開
催
日　
11
月
17
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
１
時
～
）

・
会
場　

韮
崎
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ 

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
（
韮
崎
市
若
宮
１
‐
２
‐
50
）

内
容

①
講
演
：
「
未
婚
の
子
ど
も
の
た
め

に
親
が
で
き
る
こ
と
」

　

講
師
：
入
倉 

秀 

氏
（
山
梨
恋
活

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
）

②
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
紹
介

　
説
明
者
：
高
野 

和
秀 

氏
（
や
ま
な

し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
）

③
お
悩
み
相
談
＆
や
ま
な
し
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
体
験
会

対
象　
子
ど
も
の
結
婚
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
親
御
さ
ん
、
知

り
合
い
に
結
婚
を
希
望
す
る
独
身

者
の
い
る
方

締
め
切
り　
11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
４
時
ま
で

応
募
方
法　
電
話
ま
た
は
「
婚
活
や

ま
な
し
」
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県 

子
育
て
支
援
局 

子
育
て

政
策
課
（
☎
２
２
３
‐
１
４
１
２
）

　
子
ど
も
に
関
す
る
法
律
面
・
心
理

面
の
悩
み
を
一
度
に
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
あ
な
た
と
子
ど
も
の
心

に
寄
り
添
う
法
律
＆
心
理
相
談
会
で

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
と
臨
床
心
理

士
が
担
当
し
ま
す
。
お
悩
み
の
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
30
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
面
接
・
電
話
と
も
午
後
４
時
受
付

終
了

面
接
相
談
会
場

　
山
梨
県
弁
護
士
会
館
（
甲
府
市
中

央
１
‐
８
‐
７
）

相
談
内
容　
子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す

る
問
題
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
受
付

け
ま
す

電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

　
家
庭
で
の
備
え
や
避
難
所
生
活
な

ど
、
女
性
の
視
点
で
防
災
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研

修
室
（
南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原

１
０
６
０
‐
１
）

対
象　
防
災
に
関
心
の
あ
る
女
性

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
５
５
１
‐
２
３
‐
３
０
５
７
）

　
11
月
12
日
『
い
い
皮
膚
の
日
』
を

記
念
し
て
左
記
の
日
程
で
市
民
公
開

講
座
を
開
き
ま
す
。
参
加
無
料
で
事

前
の
お
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
山
梨
県
医
師
会
館
講
堂

　
　
　
（
甲
府
市
徳
行
５-

13-

５
）

演
題　

か
ゆ
い
皮
膚
病
（
蕁
麻
疹
、

慢
性
皮
膚
炎
に
つ
い
て
）

講
師　
柴
垣
皮
フ
科
医
院

　
　
　
柴
垣 

直
孝 

氏

問
い
合
わ
せ

　
き
た
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
（
☎
２
２
０
‐
４
１
１
２
）
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令
和
２
年
１
月
６
日
か
ら
町
の
臨

時
・
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

○
児
童
館
職
員（
要
資
格
）

○
児
童
館
［
午
後
勤
務
］
職
員（
要

資
格
）

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員（
※
増

床
に
伴
う
増
員
）

募
集
人
数　
若
干
名

※
必
要
資
格
、
勤
務
条
件
等
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

採
用
期
間

　
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

　
※
人
事
評
価
に
よ
り
延
長
あ
り

応
募
資
格

　
令
和
２
年
１
月
６
日
現
在
で
64
歳

以
下
の
方

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面
接

応
募
方
法　
総
務
課
窓
口
へ
履
歴
書

（
写
真
付
）
を
持
参

募
集
期
間

　

11
月
８
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

ま
で
［
※
平
日
の
み
・
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
］

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

令
和
２
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
居
住

し
て
い
る
全
て
の
人
と
世
帯
を
調
査

の
対
象
と
す
る
、
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。
昭
和
町
で
は
、
約

85
人
の
国
勢
調
査
員
の
ご
協
力
に
よ

り
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
が
実

施
に
あ
た
り
、
調
査
に
従
事
し
て
く

だ
さ
る
国
勢
調
査
員
を
募
集
し
ま

す
。

調
査
期
間
（
任
命
期
間
）

　
令
和
２
年
８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

ま
で
の
約
２
カ
月
間

業
務
内
容

①
調
査
員
事
務
説
明
会
に
参
加

②
担
当
の
調
査
区
・
調
査
対
象
を
確
認

③
調
査
対
象
へ
の
調
査
票
の
配
布
・

回
収
（
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調

査
の
説
明
を
し
ま
す
）

④
回
収
し
た
調
査
票
の
点
検
・
整
理

⑤
調
査
票
等
関
係
書
類
や
使
用
し
た

用
品
等
一
式
を
町
へ
提
出

応
募
資
格

　
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
20
歳
以

上
（
令
和
２
年
８
月
時
点
）
で
、

日
中
活
動
で
き
る
心
身
と
も
に
健

全
で
あ
る
方 

他

そ
の
他

○
国
勢
調
査
員
の
身
分
は
、
総
務
大

臣
に
任
命
さ
れ
る
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
で
す

○
薄
謝
で
は
あ
り
ま
す
が
、
報
酬
も

支
給
さ
れ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

日
時　
11
月
28
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府 

３
階 

グ
レ
ー
ス
（
甲
府
市
丸
の
内
１
‐

１
‐
17
）

内
容　

企
業
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設

け
、
求
職
者
と
の
面
談
に
よ
る
フ

リ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
方
式

対
象　

シ
ニ
ア
世
代
（
55
歳
以
上
）

の
求
職
者

そ
の
他　
参
加
無
料
。
事
前
の
お
申

し
込
み
、履
歴
書
等
も
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
や
ま
な
し
シ
ニ
ア
世
代
就
労
推
進

協
議
会
（
☎
２
２
３
‐
１
７
７
７
）

　
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

山
梨
県
企
業
局 

発
電
総
合

制
御
所 

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
（
甲
斐
市
竜
王
新
町

２
２
７
７
‐
３
）

内
容　
ふ
わ
ふ
わ
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ア

ニ
マ
ル
サ
イ
ク
ル
、
紙
す
き
体
験

な
ど

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
企
業
局　
発
電
総
合
制
御

所
（
☎
２
７
８
‐
１
２
１
１
）

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集

臨
時
・
嘱
託
職
員
を
募
集

「
や
ま
な
し・し
ご
と・プ
ラ
ザ
」

の
ご
案
内

「
親
向
け	

子
ど
も
の
婚
活
応
援

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も
無
料

相
談
会

介
護
就
職
デ
イ（
福
祉
関
係
就
職

相
談
会
）
の
開
催

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
現
在

二
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
20
名
の
団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
『
全
力
練
習
! !
』
を
合
言
葉
に
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
学
年
に
関
係
な
く
仲
が
良
く
、

と
て
も
元
気
な
チ
ー
ム
で
す
。
見
学
や
体
験
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練習日時
　水・木曜日　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
　土　曜　日　午後 4 時 30 分～ 7 時 30 分
練習場所
　押原小学校　体育館

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

「
シ
ニ
ア
世
代
（
55
歳
以
上
）

合
同
就
職
面
接
会
」
の
開
催

第
２
回
『
い
い
皮
膚
の
日
』

市
民
公
開
講
座

女
性
向
け
防
災
講
座
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◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険

を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を
対
象

に
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

今
ま
で
働
い
た
経
験
が
少
な
か
っ

た
り
退
職
し
て
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ク
が

長
か
っ
た
り
で
自
信
が
な
く
不
安
な

方
、
知
識
と
技
能
を
さ
ら
に
深
め
て

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
な
ど
、

ま
ず
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
訓
練
期
間
中
の
生
活
に
不

安
が
あ
る
方
に
は
、
一
定
要
件
を
満

た
せ
ば
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

職
業
分
野

　
Ｏ
Ａ
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
、
簿
記
な

ど
）、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
宅
建
、

介
護
福
祉
な
ど

　
※
基
礎
か
ら
応
用
実
践
ま
で
多
彩

な
コ
ー
ス
設
定

訓
練
期
間　
３
カ
月
程
度

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
任

意
検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

就
職
支
援

　
訓
練
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
訓
練

終
了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

就
職
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）

　
　
　
　
　
［
部
門
コ
ー
ド 

45
＃
］

　

甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の

助
言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専

門
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分

連
絡
先

　
財
務
省 

甲
府
財
務
事
務
所 

債
務

相
談
窓
口

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

　
「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」
と

悩
ま
れ
て
い
る
方
、
あ
な
た
の
気
持

ち
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
家
族
に
死
に
た
い
と

訴
え
る
人
が
い
る
等
、
自
殺
に
関
す

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
４
時

○
夜
間
相
談

日
時　
火
曜
日
～
土
曜
日

　
　
　
午
後
４
時
～
10
時

問
い
合
わ
せ

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６
）

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
の
ご
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

受
付　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

そ
の
他　
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘

密
厳
守

相
談
専
用
電
話

　
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８
）

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
時
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ

ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。
詳
細
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
（
独
）勤
労
者
退
職
金 

共
済
機
構 

建
退
共 

山
梨
支
部

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
４
４
２
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　9 月は、先月と比較すると全
体の収集量は約 10t 減の 338t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 2 ㎏減の
38 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 9 月分の医療費は、
約 8,723 万 8 千円（前年同
月比 1.33% の減）です。
　 ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

9月8月7月6月5月4月3月

常永地区押原地区西条地区

41

36

41

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

就
職
を
し
た
い
！
あ
な
た
を

応
援
し
ま
す

自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

防災一口メモ　自宅を避難所にしよう！	～	DIG の活用①	～
　最近、「災害図上訓練 DIG」が話題となっています。これは、大きな
地図を囲み、参加者全員で災害時の対応策を考えるといった訓練です。
　災害時、誰しもが“わが家で暮らしたい”と考えると思います。そこで、
この DIG を家庭内の防災対策に取り入れ、屋内の間取りや家具の配置
などを図面にし、危険な箇所の防災対策を考えていくことで、安心し
て暮らせるわが家を作ることにつながります。具体的な対策は、この
防災一口メモでも紹介していますのでぜひご利用ください。防災一口
メモをまとめた冊子は町社会福祉協議会へ問い合わせ、または役場企
画財政課の窓口で受け取ることができます。 女性防災ネット昭和

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

ご
自
宅
等
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
申
告
書
を
作
成
し
、
送
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
18
日
（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館

 

２
階 

軽
運
動
室

注
意
事
項

　
　
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
に

は
、「
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
」
が

手
続
き
に
来
ら
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
「
運

転
免
許
証
」
等
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
申

告
方
式
は
暫
定
的
な
措
置
で
す
。

お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
税
務
署　
個
人
課
税
第
１
部

門
（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

　
法
務
局
と
土
地
家
屋
調
査
士
が
協

力
し
て
皆
さ
ま
の
ご
相
談
に
応
じ
、

土
地
の
境
界
問
題
解
決
の
た
め
の
手

段
の
ご
提
案
、
手
続
き
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
境
界
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
22
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

館
（
甲
府
市
国
母
８-

13-

30
）

予
約
期
間　
11
月
15
日
（
金
）
～
29

日
（
金
）

そ
の
他　
完
全
予
約
制
（
先
着
６
名

様
ま
で
［
１
名
様
50
分
間
］）、
電

話
相
談
不
可

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
１
３
１
１
）

　
土
地
の
境
界
の
専
門
家
で
あ
る
土

地
家
屋
調
査
士
が
、
県
民
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
テ
レ
ビ
で
も
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
名
字
研
究
家
で
も
あ
る
高

信 

幸
男 

氏
を
お
招
き
し
、「
日
本

人
の
名
字
あ
れ
こ
れ
」
～
名
字
に
は

隠
れ
た
日
本
文
化
が
あ
る
～
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
土
地
家

屋
調
査
士
の
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
ご
家
族

皆
さ
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
29
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場　
山
梨
県
立
文
学
館 

講
堂

　
　
　
（
甲
府
市
貢
川
１
‐
５
‐
35
）

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　

　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
１
３
１
１
）

　
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
虐

待
等
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
状
況

に
お
気
づ
き
の
方
は
、
早
急
に
相

談・連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談・

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

♦
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

　
『
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

ち
い
さ
な
命
に　
待
っ
た
な
し
』

〈
相
談
・
連
絡
い
た
だ
き
た
い
事
例
〉

○
子
ど
も
の
泣
き
声
や
叩
く
音
、
怒

鳴
り
声
な
ど
が
い
つ
も
聞
こ
え
る

○
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
、
よ
く

外
出
す
る

○
子
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
ア
ザ
や

不
自
然
な
傷
が
み
ら
れ
る

○
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る

相
談
窓
口　
福
祉
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　
※
休
日
・
夜
間
も
相
談
可
能
で
す

　
労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
の
総
称
で
す
。
労
働
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
む
）
を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、法
人・

個
人
を
問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
加
入
の

場
合
は
、
お
早
め
に
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所　
雇
用
保

険
適
用
課

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）

［
21
＃
］

　
こ
の
運
動
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ご

家
庭
の
災
害
対
応
力
を
格
段
に
強
化

す
る
活
動
で
す
。
多
く
の
車
は
ガ
ソ

リ
ン
10
Ｌ
で
１
０
０
㎞
以
上
の
移
動

手
段
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
約
10
時

間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
を
保
ち
、

停
電
時
に
も
空
調
の
確
保
や
情
報
の

入
手
が
容
易
に
な
る
ほ
か
、
電
源
を

確
保
す
る
手
段
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
的
な
灯
油
ス
ト
ー
ブ

は
１
缶
（
18
Ｌ
）
で
、
温
か
な
空
間

を
約
85
時
間
確
保
で
き
ま
す
。
ス

ト
ー
ブ
を
通
じ
て
灯
り
も
提
供
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
満
タ
ン
＆

灯
油
プ
ラ
ス
１
缶
」
運
動
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
ご
家
庭
の
「
安
全・安
心
」

に
つ
な
が
る
運
動
で
す
。
寒
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
も
し
も
の
時
の

た
め
に
車
は
満
タ
ン
に
、
灯
油
は
多

め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会

　
（
☎
０
３
‐
３
５
９
３
‐
５
８
１
１
）

　
見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
お
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時

　
12
月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
［
両
日
］

場
所　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
　
　
（
甲
府
市
下
飯
田
２‐10‐
２
）

内
容　
見
え
方
や
目
の
こ
と
に
つ
い

て
全
般
。
主
に
、
支
援
・
教
育
・

学
習
・
進
路
に
つ
い
て
の
相
談
。

対
象　
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
（
本

人
・
保
護
者
・
支
援
者
ど
な
た
で

も
）

締
め
切
り　
12
月
５
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
　
　
　
（
☎
２
２
６
‐
３
３
６
１
）

　
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
で
す
。
募
集
内
容
等
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
令
和
２
年
１
月
開
講
〉

○IoT

基
礎
講
座

　

IoT

や
Ａ
Ｉ
等
の
基
礎
知
識
や
活

用
事
例
を
学
び
ま
す
。

締
め
切
り　
令
和
２
年
１
月
21
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
３
２
１
０
）

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
用
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

の
出
張
発
行
を
行
い
ま
す

冬
の
Ｅ
Ｙ
Ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
１
缶
」

運
動

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

山
梨
境
界
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
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発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

平成 30 年１月８日生（１歳・男の子）
（父）司さん（母）あさ美さん（紙漉阿原区）

申し込み　企画財政課　企画情報係（☎ 275-8154）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント。
ご自慢のお子さんのお写真をぜひ広報にお寄せください！

大橋 幸
ゆ き と

斗 くん

カメラ目線では滅多に笑わない幸斗
いつも不意打ちを狙って撮ってます
たくさん遊んで大きくなってね！

　給食センターでは、昭和町
産・山梨県産の食材を積極的
に給食に取り入れています。お
米やきゅうり、ヤングコーン、
玉ねぎなど昭和町でとれた旬
のものを、また、お肉も山梨県
産のものを取り入れるなど地
産地消に取り組んでいます。
　２学期の給食には、北杜市
明野産のさつまいも「あけの
金時」を使います。日照時間日
本一の明野の大地で育ったあ
けの金時を、大豆とじゃこと合
わせて甘辛煮にします。地産
地消を通して、子どもたちが地
域の食材や地域で働く人を知
り、食育から地元に愛着を持
つきっかけになることを願って
います。

【 地産地消で秋の味覚を楽しもう 】

◆ 作り方
① （乾）大豆は前日水につけて戻しておきます。
② さつまいもは、いちょう切り（５ｍｍ）にします。
③ 揚げ油を熱し、戻した大豆とさつまいもをそ

れぞれ揚げます。
④ かちり干しは、から煎りしておきます。
⑤ Ａの調味料をひと煮立ちさせてタレを作り

ます。
⑥ ⑤のタレが熱いうちに、大豆・さつまいも・

かちり干しを加えて、からめたらできあがり
です。

☆11月の給食献立にも登場します

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

豆とさつまいもの甘辛煮
～ 今月は「昭和町立学校給食センター」からのレシピです ～

今回は、
　“昭和町立学校給食センター”から

◆ 材料（８人分）
　＊（乾）大豆……40g
　＊さつまいも…160g
　＊揚げ油……… 適宜
　＊かちり干し… 20g

A

三温糖…………大さじ1強
みりん…………大さじ1
濃い口しょうゆ …大さじ2/3
水………………大さじ2弱

あとがき
　

今
年
は
台
風
19
号
の
影
響
で
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
や
準
備
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
笑
顔
溢
れ
る
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
…
。
来
年
は
、
皆
さ
ん
の
楽
し
む
姿
や
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。
（
関
連
記
事 

13
頁
）

　

気
が
付
け
ば
今
年
も
あ
と
２
カ
月
で
す
ね
。
キ

ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
す
る
と
秋
を
感
じ
ま
す
。

過
ご
し
や
す
い
こ
の
季
節
、
ぜ
ひ
紅
葉
狩
り
な
ど

お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 チャイルドシート

貸 与 事 業
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）
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